
平成 22年度年次報告

課題番号：4003

（１）実施機関名：

（独）海洋研究開発機構

（２）研究課題（または観測項目）名：

深海地球ドリリング計画

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（2）地震・火山噴火に至る準備過程

（2-1）地震準備過程

ア．アスペリティの実体

（４）その他関連する建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

ウ．東海・東南海・南海地域

3. 新たな観測技術の開発

（1）海底における観測技術の開発と高度化

ア．海底地殻変動観測技術

ウ．海底実時間観測システム

（５）本課題の５か年の到達目標：

・巨大分岐断層の掘削・コア試料採取及び長期孔内計測による地震断層の継続的観測の実施

・大水深・大深度ライザー掘削技術及び深部掘削孔内計測技術の開発

（６）本課題の５か年計画の概要：

・平成 21年度においては、熊野灘沖南海トラフの掘削を継続して行う。巨大地震を引き起こす固着領

域直上において、科学掘削としては初めてのライザー掘削を行うとともに、高精度地下構造探査等の

実施によって、より正確な地下構造や物性に関するデータ取得を行う。また、海溝より南側 (海側)の

堆積物を掘削し、地震発生帯に持ち込まれる堆積物などの起源物質を明らかにする。

・平成 22年度においては、巨大分岐断層浅部及びプレート境界断層上部に、長期孔内計測装置を設置

し、地殻変動の連続観測を開始する予定である。また、巨大分岐断層・プレート境界断層をターゲッ

トとした深部掘削を開始する予定である。

・平成 23年度～25年度にかけてはプレート境界断層に到達する掘削を行い、掘削コア試料の採取及

び物理検層等によって、海溝型巨大地震発生域の物性の解明を目指す。また、長期孔内計測による微

小変動のモニタリングを開始し、継続的観測データを取得する。 　

・また５か年を通じて大水深・大深度ライザー掘削技術及び地震断層のリアルタイム観測を行うため

に、深部掘削孔内計測技術の開発を行う。



・南海トラフ以外の地震観測研究については、コスタリカ沖、房総沖、相模湾等の掘削提案があり、

IODPの枠組みの中で実施を検討する。

（７）平成 22年度成果の概要：
　熊野灘沖南海トラフの 5地点（C0002、C0010、C0011、C0012、C0018）において、地球深部探査

船「ちきゅう」による掘削を実施した。

　C0002地点は、南海掘削計画中で最も深い掘削を行う予定で、そこでは巨大地震発生帯からの断層

物質の採取や、掘削後の孔内で歪み等の現場モニタリングなどを計画してる。本年度は、超深度ライ

ザー掘削孔の基礎部分として、海底下 872.5mまで掘削を実施した。また、同地点（別の孔井）におい

て海底下 980mまでのライザーレス掘削および掘削同時検層を実施し、孔内に孔壁保護パイプ（ケー

シングパイプ）を設置した。本孔井には国家基幹技術の一環として開発した長期孔内観測装置を設置

し、センサーの正常作動を確認した。これにより、地震断層やその周辺の微小な地殻変動をより高感

度かつ高精度に観測することが可能となる。また、東南海地震震源域周辺の地震・津波の監視を目的

として紀伊半島熊野灘に設置している海底ケーブル地震・津波観測ネットワーク（DONET）に長期孔

内観測装置を接続することにより、海底および海底下の総合観測ネットワークを構築し、東南海地震

震源域におけるリアルタイムの観測・監視を将来的に可能とする計画である。

　C0010地点においては、昨年度設置した簡易型孔内計測装置を回収し、約 15ヶ月間の孔内間隙水

圧・温度に関する良好なデータが得られた（現在解析中）。また、これまでの間隙水圧・温度計に加え、

地層内流体の採水機能、さらに微生物の採取・現場培養機能を追加した孔内観測装置を新たに設置し

直した。

　C0011、C0012、C0018地点ではフィリピン海プレートがユーラシアプレートに沈み込む直前の地

点で表層堆積物及び基盤岩（玄武岩層）の採取を行うとともに、地殻熱流量の精密測定を実施した。

C0011地点および C0012地点の 2地点では巨大地震発生帯を構成すると考えられている物質の初期状

態を知るために、表層堆積物およびその下の玄武岩をそれぞれ海底下 380mおよび 630.5mまで掘削し、

地質試料を採取した。同時に掘削孔内において高密度で地層温度の計測を実施した。また、C0018地

点では地震に起因する海底地すべり堆積物を海底下 314.2mまで掘削し、この地層の地質試料の採取、

分析を行った。船上での検討では、この海底地滑りは約１００万年前に発生したと推定されている。

　なお、これら実施内容は年次計画に沿ったものである。
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（９）平成 23年度実施計画の概要：
　平成 23年度は、C0010地点において平成 22年度に設置した孔内観測装置の回収および同地点への

長期孔内計測装置の再設置作業を行い、リアルタイム地殻変動観測を可能にする予定である。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地球深部探査センター

他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：経営企画室企画課

電話：046-867-9204

e-mail：egashirat@jamstec.go.jp

URL：http://www.jamstec.go.jp
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